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大分県漁業関係団体漁政推進本部（中根隆文代表）は9月30日、自民党大分県連に対し令和9年度の国・県の政策と予算確保を要望
した。内容は以下の15項目
　
１　漁船漁業の振興

 (1)漁場、新魚種の開発（国政・県政）　　継続
 (2)資源管理漁業の推進（国政）　　継続
 (3)栽培漁業の推進（国政・県政）　　継続
 (4)漁場環境の改善（国政・県政）※一部新規：県において海域ごとに「磯焼け」の原因

                                    となる植食性魚類の食害の実態把握や駆除方法等
                                    の調査、研究を要望。
２　養殖漁業の振興
(1)餌飼料高騰対策（国政・県政）※継続であるが、厳しい状況であるため重要事項とした：漁業収入安定対策事業の積立ぷらすの標
準出荷価格の見直し、セーフティーネット構築事業の漁業者の負担軽減を要望。
(2)人工種苗及び育種体制の整備（国政・県政）※一部新規：カキ３倍体の安定供給に向けた研究の加速を要望。
(3)モジャコの安定確保（県政）※新規：鹿児島海域で早めに入漁できるよう行政間の連携を要望。
(4)環境変化に伴う施設整備、疾病等対策の加速（国政・県政）　継続
(5)陸上養殖トラフグの共済対象種への追加（国政）
   ※新規：陸上養殖のトラフグも共済対象種に追加することを要望。
３　水産物価格の向上
(1)産地加工の推進（県政）　　継続
(2)輸出を含む販路開拓（国政・県政）　　継続
(3)県産県消の拡大（県政）　　継続
４　漁業・漁協経営の再編
(1)漁協経営基盤の改善（国政・県政）※一部新規：組織運営体制の強化、施設の統廃合、
                                    人材確保など公的支援の創設、拡充を要望。
(2)海業の円満な導入（国政）　　継続
５　その他
(1)漁港漁場協会の九州地区大会開催に向けた指導等（県政）※新規：R10に大分での開催が予定されている九州大会への
                                                          県の指導、協力を要望。

大分県漁業関係団体漁政推進本部
自民党に令和９年度の政策・予算を要望

 
9
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8
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猛
県
農
林

水
産
部
審
議
監
（

石
井
聖
冶
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産
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田
中
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漁
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。

　
そ
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後
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議
事
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７
年
度
の
事

業
実
績
・
収
支
決
算
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８
度
の
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
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会
費
案
の
承
認
等

が
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、

議
事
終
了
後
は
、
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産
庁
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長
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ら
「
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整
備
長
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計
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に
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か
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れ
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９
年
度
か
ら
の
計
画
（

５
年

間
）

に
つ
い
て
、

現
在
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に
つ
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。
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の
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の
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た
。
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令
和
８
年
度
通
常
総
会

漁業ガイダンス　開催
海洋科学高校にて

　9月25日、臼杵市の県立海洋科学高校において、漁
業ガイダンスが行われた。
　これは一般社団法人大日本水産会が主催し、水産
業への興味を持ってもらい、将来の就業につなげるこ
とを目的に各地で開催されているもの。本県では3年
目の開催。
　当日は、海洋科の1年生21名が参加し、初めに県漁
協総務部の長野部長と松井職員が動画を使って大分
県の漁業の概要、加工センターの紹介を行った。
　その後、神奈川県の住吉漁業株式会社の佐藤昌彦
専務取締役が遠洋マグロ漁等について説明した。
　現時点では半数の生徒が卒業後の進路として漁業
に関心を持っていることが報告された。

　9月29日、国東市国見町の国見支店において、漁船無事
故「チャレンジ１００」in大分2026の宣誓式が行われ、10月1
日から１００日間の海難事故防止の取組がスタートした。
　大分海域では2021～2025年までの５年間で215隻の船舶
事故が発生し、うち漁船が44隻で全体の20％を占める。
　式では、中根組合長が「今年で7年目を迎えるこの取り組
みは安全意識を高める大事な機会になっている。漁協とし
ても無事故は大きな願い。この啓発運動を通じ安定して水
産物を食卓へ届けたい。保安部、県と連携し安全操業、地
産地消につながることを祈念する」と挨拶。
　その後、県漁業管理課平川参事が挨拶、結びに近乗美
信国見地区漁業運営委員長が「無事故操業に努め、獲っ
た魚を皆さんの食卓に届けていく」と宣誓し閉会した。

漁船無事故「チャレンジ100」
in大分2026　『宣誓式』

水産庁 内田室長



人事異動（１０月１日付け）

　
夏
場
は
少
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で

あ
っ
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転
、
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く
な
っ

た
。

そ
し
て
９
月
後
半

か
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よ
う
や
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朝

晩
に
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じ
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よ
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っ
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。
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入
。

新
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出
始

め
、

1
0
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１
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に
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か
ぼ
す
ブ
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の
旬
入
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言
式
が
。

適
度
に

運
動
し
て
た
く
さ

ん
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を
食
べ
ま

し
ょ

う
（

大
）
。

編
集
後
記

令和8年度「漁業の安全月間」
～10月は「全国漁船安全操業推進月間」～

　漁業関係団体や水産庁等関係行政機関が連携し、毎年10月
を「全国漁船安全操業推進月間」として、漁業者の事故防止に
関する周知啓発等の取組みを実施している。
　今年度も例年通り同取組みを実施することとしており、一般財
団法人　中央漁業操業安全協会から以下の取組み強化の依頼
があった。

①ライフジャケットの着用
　水産庁の調査(但し、公表値は県域全体)によると、ライフジャ
ケットの着用率は同協会関係16都府県域の過半が全国平均
(95.4%)に満たない状況。
　引き続き、ライフジャケットの着用徹底をお願いします。
②AIS(船舶自動識別装置)の導入
　小型漁船へのAISの普及促進やAISの機能を有するスマート
フォン向けアプリの活用等をお願いします。
③漁業就業者の健康対策
　健康が要因と推察される海中転落や操業中の病死等の死亡
事故が救済事業案件において散見される。
　近年、減少傾向にあった関係16都府県域の漁業操業中の死
亡事故は、昨年度(令和7年度)は8件と増加に転じ、令和８年度
も９月末時点ですでに５件発生している。
　本年度の死亡事故については、全て「一人親方等(労働者を雇
用しない個人経営体)」での漁業操業形態であり、こうした操業
形態では事故や異変等の発見・発覚遅延により死亡事故に陥
りやすく、更に衝突・転覆等の重大な事故に繋がる可能性があ
る。
　健康対策にご配意願います。

※右は(一社)大日本水産会による啓発資材（ポスター）
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３
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自
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党
　
三
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農
林
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産
物
の
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大
分
県
の
農
林
水
産
業
の
活
性
化
に

は
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
が
鍵
。

県

産
県
消
の
推
進
、

国
内
大
消
費
地
で
の

販
路
拡
大
、

輸
出
の
推
進
等
こ
れ
ま
で

の
成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【

答
弁
】

石
井
聖
冶
農
林
水
産
部
長

　
県
内
で
は
こ
れ
ま
で
旬
に
合
わ
せ
た

P
R
や
鮮
度
等
の
強
み
を
活
か
し
、

需

要
量
に
応
じ
た
安
定
供
給
を
図
っ

て
き

て
お
り
、

学
校
給
食
で
の
県
産
食
材
の

購
入
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
度
か
ら
は
、

シ
ェ

フ
向
け
の
産
地

ツ
ア
ー

を
開
催
、

県
内
宿
泊
施
設
等
で

の
食
材
利
用
を
促
進
す
る
。

　
県
外
で
は
量
販
店
で
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フ
ェ

ア
開
催

な
ど
に
よ
り
拠
点
市
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で
の
県
産
品
取

扱
額
が
5
年
前
よ
り
2
割
増
加
し
た
。

今
後
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大
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ゆ
か
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造
メ
ー
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等
の
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ッ

ト
ワ
ー
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も
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し
、

効
果

的
な
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を
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る
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需
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が
旺
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取
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め
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っ
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す
。

【

再
質
問
】

　
城
下
か
れ
い
の
漁
獲
量
確
保
に
つ
い

て　
城
下
か
れ
い
の
水
揚
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別
府
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の
漁
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の
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む
か
。
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長

　
海
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の
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に
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じ
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マ
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ガ
レ
イ

の
資
源
造
成
に
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り
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ん
で
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る
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ら
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産
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た
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・
杵

築
で
の
拠
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放
流
を
実
施
し
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ま
た
、

放
流
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2
3
万
尾
か
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4
5
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尾

へ
増
加
す
る
と
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R
8
か
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は
水
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が
低
い
春
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て
い
る
。
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モ
場
保
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R
7
か
ら
6
年
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府
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全
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の
海
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耕
う
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も
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施
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生
息
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の
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を
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っ

て
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る
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林
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育
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新
規
就
業
者
数
は
農
林
水
い
ず
れ
も

減
少
し
て
い
る
。

今
後
、

担
い
手
確
保

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

【

答
弁
】

佐
藤
知
事

　
新
規
就
業
者
の
う
ち
自
営
就
業
者
が

減
少
し
た
の
は
燃
油
や
資
材
高
騰
に
よ

る
初
期
投
資
の
増
加
が
一
因
と
分
析
。

リ
ー

ス
事
業
や
遊
休
施
設
の
改
修
な
ど

で
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
る
。

ま
た
、

S
N
S
発
信
や
就
業
フ
ェ

ア
で
の
相
談

件
数
は
過
去
最
高
。

現
地
で
の
体
験
や

担
い
手
と
の
交
流
な
ど
で
、

就
業
に
向

け
た
長
期
研
修
へ
着
実
に
つ
な
げ
て
い

く
。
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(蒲江加工センター) (蒲江加工センター)
副センター長 業務課長
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